
ガソリン運搬容器の基準が変更になります 

従来、ガソリン携行缶は金属製と限定されていましたが、消防法の

改正により令和６年３月１日から一部のプラスチック製容器につ

いても消防法適合の運搬容器として認められるようになりました。 

新たに認められるプラスチック製容器について 

➀容器にＵＮ表示及び容器記号３H１が記されていること 

（ガソリン用プラスチック製運搬容器の最大容量は危険物の規制に関する規則別表第３の２に

より１０リットル（プラスチック容器・危険等級Ⅱ）とされています。１０リットルを超

えるプラスチック製携行容器も市販されていますが、それらは消防法違反となりますの

で注意が必要です。） 

②容積（容量）が１０リットル以内であること 

③当該容器は製造日から５年以内のものであること 

（製造日から５年を経過したものは危険物運搬容器として認められません。） 

 ガソリン用プラスチック製運搬容器の概要 

【お問い合わせ先】福島市消防本部予防課 024-534-9103 

消防庁次長通知 消防危第249号（令和５年９月19日） 告示第68条の４関係 


